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石投げ
　築地俊龍は、明治37年（1904）３月７日、父龍

りゅうめい

明、母ヨシの長男
として、馬川村（昭和17年五城目町に合

がっぺい

併）久保字上
かみ

川
か わ ら

原にある自
じしょう

性
院
いん

というお寺に生まれました。たん生の３日後に、日
にちろ

露戦争がおきてい
ます。
　はじめの名前は龍

たつお

夫といいましたが、父は長男にお寺をつがせるしか
ないと考えるようになり、小学校卒業のころに、俊龍と名前を変えてい
ます。
　俊龍は馬川小学校に入りましたが、成績は誰にも負けませんでした。
そればかりでなく、ぐんぐん身長がのび、人なみすぐれた大きな体にな
りました。いつも元気に外で遊んでいましたから、色はまっ黒でした。
　いつの間にか、俊龍は久保の「ガキ大将」にされていばっていました。
しかし、いちども弱い者いじめはしませんでした。小さい子どもや弱い
子を、よくかばってやりました。
　久保は馬場目川を間にして、舘

たてごし

越の東側にあります。まわりは田んぼ
ですから、学校から帰ると子どもたちは川原で遊びました。そこでは川
原の石をひろって、遠くまで投げる競争が主な遊びですが、
「お前は、番外だ」
と、いつも俊龍は競争の順位に入れてもらえませんでした。それは、４、
５年生のときから上級生より遠くへ投げるようになったからです。６年
生になると、俊龍の投げた石が、川向かいの舘越までとどくので、全力
では投げられないくらいでした。
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　大正７年（1918）県立秋田中学校（今の秋田高校）に入学した俊龍
は、たちまち運動部の上級生たちに目をつけられてしまいました。身長
が180cm近く、がんじょうな体格でまっ黒に日やけした俊龍は、どこ
にいても目立っていたからです。
　陸上競技部から、入部をさそわれました。庭球部からも、ボート部か
らも、柔道部からも、部に入るようにいわれました。
　野球部からも、入部をするようにと上級生たちが俊龍のところへやっ
て来ました。
「君は、体が大きいだけでなく、腕が太い。手も大きい。君はすごい選
手になれる。」
　キャプテンだという5年生がいいました。
「ボールを投げてみないか。テストのつもりで、ちょっと投げてみろ。」
　むりやりグランドにつれていかれて、川原の石しかにぎったことのな
い俊龍は、ボールをわたされました。
「かたくて重いだろう。これが、硬

こうきゅう

球というほんとうの野球のボールだ。
さあ、思いっきり投げるんだ。」
　ボールを手にした俊龍は、そんなにかたいとも重いとも、思いません
でした。俊龍は、２、３度ボールを手の平ではずませてから、
「川原で石投げしてたやつより、軽い。」
と、いいました。そのことばに、とりまいていた上級生たちは大笑いし
ましたが、俊龍の遠

えんとうりょく

投力には、だれもが舌をまいてしまいました。
「たいへんな男がいるものだ。こいつは、おれたちより投げるぞ。」
「よし。君はきょうから秋

しゅうちゅう

中の野球部員だ。ピッチャーの練習をするん
だ。」
　キャプテンは勝手に決め、俊龍は野球部に入ることになりました。

秋中野球部
　秋田県にはじめて野球が入ったのは、明治19年（1886）といわれ。
ベースボールとよんでいました。
　明治33年（1900）には、秋田県で日本最初の優勝カップをかけた
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野球大会が行われていますが、この大会に秋中チームが出場して、社会
人チームに敗れていますから、それより前に秋中野球部が発

ほっそく

足している
ことになります。
　大正４年（1915）、第１回全国中学校野球大会（今の「夏の甲子園大会」
全国高等学校野球選手権大会）に出場した秋中チームは、決勝戦まです
すみ、京都二中と対戦しましたが、延長13回、２対１で、おしくも敗
れています。その後、どうしても全国大会に出場できずにいました。東
北大会で敗れたり、全県大会で涙を飲む年がつづいて、くやしい思いを
していたのでした。
　その野球部に、すごい１年生が入ったという話は、たちまち全校にひ
ろがりました。しかし、どんなすばらしい選手でも、はじめから優秀な
選手なのではありません。きびしくはげしい練習にたえ、練習に練習を
重ねて名選手になるのです。
　ぬきん出た体格と遠投力の俊龍でも、それだけではまだ野球選手には
なれません。次の日から、有名な秋中の野球練習が待っていました。
　そのころの野球練習は、すさまじいものでした。キャッチボールの最
初は、グラブを使わず、うなりを立てて飛んで来るボールを、「いたく
ない」とさけんでキャッチしたといいます。鉛

なまり

を入れて特別に重くした
グラブで守備練習をして、手足をきたえるということもしていました。
グランドが暗くなり、ボールが見えなくなるまで、休みなく練習がつづ
けられました。
　ある選手は左手を骨

こっせつ

折しましたが、１日も練習を休めなかったそうで
す。ある先生は、
「授業は休んでもいいが、野球練習は絶対に休んじゃいかん。」
と、練習でつかれ切った生徒にいったという話も伝えられているくらい
です。

全国大会へ
　俊龍が部員になってから、練習はさらにはげしさを増しました。
　大正11年（1922）は、秋田中学校の創立50周年に当ります。その
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記念の年には、石にかじりついてでも全国大会に出場するという目標が、
いつの間にかできていたのです。目標をはたすには、血の出るようなも
う練習しかありません。そうしたもう練習に、俊龍の心と体は少しもた
じろがず、負けませんでした。
　くしくも50周年の年は、俊龍の中学最後の年でした。
　大正11年８月１日から５日まで、仙台市で全国大会への出

しゅつじょうけん

場権をか
けて東北中学校野球大会が開かれました。東北地方からの出場校はただ
1校です。俊龍は伊

いとうしゅんぞう

藤俊三とバッテリーを組み、ひとりで投げぬきまし
た。

１回戦 秋 田 中 16 － 0 仙 台 商 コールドゲーム
２回戦 秋 田 中 4 － 0 仙 台 工
３回戦 秋 田 中 8 － 2 盛

もりおか

岡二中
準決勝 秋 田 中 12A － 3 八

はちのへ

戸 中
決　勝 秋 田 中 5 － 2 築

つきだて

館 中

　あぶなげない東北大会での戦いぶりに、秋中のエース築地投手は一
いちやく

躍
有名になりました。長身から投げおろす剛速球ばかりか、３割４分８厘

りん

の高い打率も大きな話題となりました。俊龍は、この後も大学やノンプ
ロで活躍しますが、投手としてはもちろん打者としても、相手におそれ
られています。
　調子を整えるいとまもなく、13日から兵

ひょうご

庫県
けん

鳴
な る お

尾球場で第８回全国
大会がはじまり、優勝候補といわれていた広島商業と１回戦で対戦しま
す。

　広島商 2 0 1 0 5 1 2 3 0 14
　秋田中 1 4 1 0 0 0 3 0 0 09

　ようやく記念の年、全国大会出場の目標をはたしましたが、関西地方
のきびしい暑さに負けたナインは、１回戦とっぱができませんでした。
負けずぎらいの俊龍はくやしい思いをしました。
　大正13年（1924）は、甲

こうしえん

子園球場が完成して、全国大会はそこで
行われることになりました。秋中チームは、初の甲子園大会に全国大会
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３回目の出場をしました。立
りっきょう

教大学の選手だった俊龍は、甲子園にかけ
つけ、母校チームのコーチをつとめています。このときのナインには、
２年後

こうはい

輩の五城目出身の選手渡
わたなべ

辺時
とき じ

治がいました。
　大正10年ころから、五城目小学校では少年野球がさかんになり、チー
ムがつくられています。

立教大学と函
は こ だ て

館オーシャン
　いなかの小さなお寺では、子どもを東京の大学にすすめるというゆと
りはありませんでした。しかし、俊龍を大学野球で活躍させてやりたい
という人がいて、その人の助けがあって立教大学に進学することになり
ました。
　東京六大学野球リーグで、俊龍は立大の主

しゅせん

戦投手として活躍します。
そのマウンド上の勇

ゆうし

姿は、たくさんのファンを熱
ねっきょう

狂させました。昭和２
年（1927）には六大学リーグでみごとに優勝をかざりました。
　昭和３年、大学を卒業した俊龍は、北海道函

はこだて

館の大
たいようぎょぎょう

洋漁業に入社し、
ノンプロ野球の「函館オーシャン・クラブ」に入団しました。
　函館オーシャンは、大洋漁業を中心に明治40年（1907）につくら
れた球団でしたが、俊龍の入団を待っていたように、その年の第２回都
市対抗野球大会にはじめて出場しました。俊龍は、かつての早

わ せ だ

稲田大学
の名捕手だった監督の久

く じ

慈次
じろ う

郎とバッテリーを組んで登場しました。こ
の六大学を代表した黄金のバッテリーはファンを喜ばせ、函館オーシャ
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優勝した立教大学チーム（前列右はじが築地投手）



ンの名を高くしました。
　函館の俊龍へ、帆奈に北海道の旭川に天才的な少年投手がいるという
話が聞こえてきました。さっそく遠い旭川まで、俊龍はなんども行って
ピッチングのコーチをしてやりました。その少年は、のちにプロ野球で
大活躍したスタルヒン投手です。俊龍は名投手スタルヒンの生みの親と
いうことができます。
　野球をつづけたかった俊龍は、お寺をつがなければなりません。26
歳の昭和５年秋に会社をやめ、曹

そうどうしゅう

洞宗大
だいほんざん

本山永
えいへいじ

平寺で僧になるための
修
しゅぎょう

行に入りました。はなやかな野球選手の生活をすて、ひとりの雲
うんすい

水と
なってきびしい修行をはじめたのです。そして昭和９年（1934）自性
院に帰り住職となりました。
　その後は、昭和11年から８年間、曹洞宗宗

しゅうむちょう

務庁につとめて東京の生
活を送り、昭和37年（1962）から４年間宗

しゅうぎかい

議会の議員となったり、
五城目町の助役や町議会議員をつとめたりしました。
　宗
しゅうもん

門でも、五城目町でも、すぐれた人材として俊龍に期待していたこ
とが、こうしたことからもうかが
えます。俊龍は、その期待に全力
でこたえようとしました。一生、
マウンドの上の精神を持ちつづけ
ていたのです。
　なくなったのは昭和47年
（1972）11月13日、まだ68歳
でした。
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永平寺で雲水をしていたころの俊龍（右）

さ し 絵／北　嶋　隆太郎
参考資料／『秋高百年史』（昭和48年　秋田高校同窓会）
　　　　　『秋高青春史－伝統は生きている』
　　　　　（昭和40年　産業経済新聞秋田支局）


